
（別紙３）

〜 2025年 12⽉ 11⽇

（対象者数） 27⼈（25世帯） （回答者数） 18⼈

〜 ２０２５年 １２⽉ ６⽇

（対象者数） ４⼈ （回答者数） ４⼈

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

お⼦さんやご家族からの相談ができることを改め
てお伝えしていきます。ぐりーんのみではなく、
関係機関と連携して⽀援していきます。

2

アセスメント結果・⽀援内容を具体的にご家族や
関係機関に情報提供します。⽣活の場でも特性に
応じた環境が作れるようにします。今後も、学校
の先⽣とも連携し合える関係性を作っていきま
す。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

全職員が送迎時に具体的にお伝えするように意識
をしていきます。通信発⾏の際に、⾏事や訓練等
の記載を⾏っていきます。また、年度初めに訓練
等の計画を掲⽰します。来年度も学習会を開催す
る際は書⾯等でお伝えします。

2

3

○事業所名 多機能事業所 ぐりーん

○保護者評価実施期間 2025年 11⽉ 21⽇

○保護者評価有効回答数

2025年 11⽉ １９⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年12⽉13⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所評価結果の中で「分からない」の回答があっ
た。
         ↓
学習会や避難訓練等の保護者への発信が不⼗分だっ
た。

週に１、２回の利⽤のため、すべての訓練等の実
施報告をその都度お伝えするのが難しい状況です。
今まで年間の訓練等の予定もお伝えしていませんで
した。

⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が共感的に⾏わ
れている。

普段からご家族から気軽に相談して頂ける関係性作
りを意識しています。困りごとや不安などを特性や
アセスメントをもとに専⾨的な視点でお話ができる
ようにしています。その際は、頑張っていること・
得意なこともお伝えしています。

⼦どもの特性に応じた専⾨性のある⽀援を提供して
いる。

お⼦さんに合ったアセスメントを選択し取り組ん
でいます。その結果を反映させた計画・⽀援を⾏え
るようにしています。⼼理⼠・作業療法⼠等の専⾨
職も配置しています。お⼦さんの「できた」の達成
感が得られるようにします。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


